
自由英作文：書いた後に何をするか
－充実した指導のためのささやかな試み－

英語科横野健二

ライティングの授業における自由英作文の指導に関しては，一旦生徒が英文を書いた後に，英語の添

削以外にどのような指導が有効なのだろうかを考え，生徒同士で英語を訂正しあうpeercorrectionとい

う活動と，書きあがった英文を生徒が相互に読みあってコメントを書くpeerreviewという活動を実践

した。前者は生徒の持つモニター機能を高めようという試みであり，後者は生徒の書いた英文自身をイ

ンプットとして利用することで，否定証拠ではなく肯定証拠による英語力の育成を狙ったものである。

残念ながら，現実に生徒の作文能力が向上したことは検証できなかったが，アンケート調査に示された

生徒たちのこの活動に対する受け止め方からは，よりよい英文を書くことに対する生徒の意識を高める

面ではそれなりに効果があることが窺われた。

キーワード：自由英作文指導モニター機能肯定証拠peeractivity

1．はじめに

学習指導要領の改訂のたびに「コミュニケーショ

ン能力」の育成が叫ばれ，ゆっくりとではあるが各

大学の入試問題も，それに対応するように変化を遂

げつつある。そのもっとも顕著な例が作文問題の変

化であり，かつての和文英訳一辺倒から自由英作文

が主流になりつつある。高校の現場でも，複数の英

語の科目でいろいろな形での自由英作文の指導が行

われている。

しかし，自由英作文の指導とは言うものの，現実

には一定のテーマで生徒各自に英文を書かせ，それ

を提出させた後は，教員が赤で添削して返却して終

わっているのではないだろうか。特に，4技能を総

合的に扱う「英語1．Ⅱ」や「コミュニケーション

英語」ではなく，「ライティング」のように書く技

能に特化している科目の場合にはその傾向が強いの

ではないかと思われる。そこに何か活動を加えて，

生徒の書く技能を一層伸ばす工夫はできないだろう

か。

私は昨年度の「ライティング」の授業において，

これまでも時折行ってきた二つの指導面での工夫を，

年間を通して継続的に実施してみた。そして，ある

調査方法でその効果の検証を図り，またその指導を

受けた生徒の指導に対する受け止め方もアンケート

調査を通して探ってみた。本稿では，その工夫の具

体的な内容と，その効果の有無，そしてアンケート

調査から読み取れた生徒のこの工夫に対する反応を

紹介する。

2．英作文指導の変遷

学習指導要領の変遷とともに，英作文指導の方向

性も変化をしてきた。今を去る39年前，私は高校に

入学したが，当時は英語A,英語Bの時代であり，

作文に関しては独立した科目はないものの，「グラ

マー．アンド・コンポジッション(Grammarand

Composition)」俗に「グラコン」という名称で，

文法指導に合わせる形での作文の指導が行われてい

た。当然ながらその当時の英作文の指導はほぼ和文
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いてどのように行われているかはよくわからない。

おそらく伝統的には，教員は生徒に対して一定の

テーマを設定し，時にはそのテーマについての生徒

同士の意見交換の活動などを経て，生徒それぞれが

自分の考えを英語で書き表す。その後，場合によっ

ては一部の生徒が書きあげた英文をクラス全体に対

して発表することもあろう。しかし，ともかく最終

的には教師は生徒に英文を提出させ，添削をし，場

合によっては英文にコメントを付記して，後日生徒

に返却するというのが一般的ではないかと思う。県

の英語部会などにおける，高校の実践報告において

も，国立大学附属の高校対象の全附連研究大会にお

いても，自由英作文の指導に関して，体系的な取り

組みや，新奇な試みの発表はなかったと記憶してい

る。また，本校は附属学校として毎年何名もの教育

実習生を引き受けているが，彼らを指導する中で聞

く限りでは，彼らが高校時代の英語の作文の授業に

おいて，何らかの斬新な形の指導を受けてきている

とも思えない。

前に述べた教科書の編集と併せて考えれば，生徒

は一定の言語形式に伝統的な練習問題を通して習熟

し，その後はその言語形式を利用しながら一定の

テーマについて英語で文章を書き，時にはそれを発

表する機会があるものの，基本的には書き終わった

ら教員に提出し，教員は提出された英文を添削して，

後日生徒に返すというスタイルが一般的であると思

われる。ある意味，一旦英文を書いたら，生徒の活

動はそこで終わりと同じである。これでは指導とい

うより，テストの方に近いのではないか。

※この場面で，プロセス・ライティングを提案した

くなった読者の方もおられると思う。私も海外で

の実践報告を読んだことがあり，過去に何人かの

生徒の個別指導の中で実践を試みたこともあった。

しかし,1クラス40人，教員1人で2～3クラス

の「ライティング」の授業を担当し，それ以外に

も「英語I．Ⅱ」や「リーディング｣，「コミュニ

ケーシヨン英語I」などの授業も2～3クラス担

当しているという平均的な日本の高校の英語教員

の現状を考えれば，生徒個々に繰り返し英文を改

訂させていく形の指導法は現実的な実行可能性が

低いと私は判断している。

5．現実の英作文指導から見えてくること

実は私は，検定教科書使った「英語ⅡC」や「ラ

イティング」の授業を担当した経験が少ない。教員

生活も今年で33年目を迎えるが，その間でわずか5

回である。教科書を用いない「ライティング」の授

業，主として3年生の受験対応型の「ライティン

グ」の授業なのだが，そちらの方は6回担当してい

るので，全体としては作文指導の機会がそれほど少

ないわけではない。また12年前より，「英語I」や

｢英語Ⅱ」の授業においてもエッセイ・ライティング

型の英作文の課題を出すようになり，ほぼ毎年何ら

かの形で英作文の指導を授業で行ってきている。

和文英訳型の英作文の指導に関する部分はさてお

いて，ここでは自由英作文課題の形で生徒に書かせ

た英文を読んできた中で私が感じている，彼らの英

文が持つ問題点を述べたいと思う。主として感じる

のは以下の四点である。

①文法・構文・語法の誤りが多い

②初歩的なレベルの英語のミスが多い

③文章としてのまとまりや論理的展開に欠ける

④修辞的に未熟である

①に関しては，言語形式に対する習熟の度合いの

低さが原因であると考えられる。関係詞節の基本的

な仕組みが分かっていなかったり，名詞節を導く

thatと関係代名詞のwhatの混同など，文法・構文

の理解の不十分さが原因であると考えられる。また，

語彙の知識の不正確さが原因である場合もあり，そ
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の典型は日本語の「お互い」と英語のeachother

の混同がその典型である。自分の考えを正しく表す

言語形式をまだ十分に習得していないため，既習の

もので無理やり表現しようとして，文法・構文・語

法の誤りにつながってしまうことも多い。これらは

和文英訳型の練習を積む中で，正しい文法・構文・

語法を確認させる中で改善していくことが期待でき

る。

②は，いわゆるケアレスミスの類である。冠詞の

欠落，名詞の単数形・複数形の誤り，三人称単数現

在形の誤りに代表される主語と動詞の形の不統一，

スペルミスなどである。冠詞や名詞の単数形・複数

形に関しては，語彙の知識の不足のせいであるとも

考えられる。しかし，試験中である場合はともかく，

課題として授業中や授業外において英語を書く場合

は，辞書で確認ができるはずであるし，書き終わっ

た後に自分の英語を見直す時間的な余裕もあるはず

である。にもかかわらず初歩的なレベルでのミスが

多いのは，見直しそのものがうまく機能していない

からだと考えられる。

③には二つの理由が考えられる。一つは，①の部

分とも重なるのだが，文法・構文の知識の不足のた

め，自分の言いたいことと，実際に自分が書いた英

文の意味が一致していない場合である。接続詞の不

自然な使い方によっても，この事態は生ずる。しか

し，これは①に対するのと同じ対応で解決できるは

ずである。

もう一つの原因は，生徒が自分の考えをきちんと

整理して，それを明確に書き表していない場合であ

る。その典型は次のような形であらわれる。ある生

徒が次のように考えたとする。

「A。B。CつD.E=>F=>G｣(AならばBであ

り,BならばCであり,CならばDであり,Dなら

ばEであり,DならばFであり,FならばGである

(つまりAならばGである）

全ての推論の過程が論理的ならば「A。G」は論

理的に正しい。しかし問題は，生徒の中にはその推

論の過程を一部省略してしまうものがいるというこ

とである。上の例でCやE,Fの部分を省略される

と，読み手にとっては，なぜBつりと言えるのか，

DからなぜGという結論が出るのか，全く分からな

くなる。しかし書いている本人の頭の中にはAから

Gまでの論理の流れが出来上がっているので，自分

の文章の非論理性に気付きにくい。読み手の立場で

自分の英文を読むことが不得手な生徒がいるのであ

る。

④については誤解のないようにしておきたい。私

は構文的に複雑な，いわゆる凝った書き方の文の方

が単純な構文の文よりも勝っているとは思っていな

い。ある内容を表すにあたっては，それにもっとも

相応しい表現形式があるはずで，それがIaman

Englishteacher.のような単純な構文である場合

も多い。むしろ，同じ内容を何度も同じ表現で繰り

返すようなしつこい書き方や，やたらとgoodだ

importantだと繰り返すばかりで，その具体的な中

身を説明しないような書き方に問題を感じている。

文法・構文・語彙の知識の不足のせいとも考えられ

るが，むしろ書く生徒の思考の浅さや表現方法を工

夫する努力の不足が原因であろう。思考や文章を充

分に練る姿勢が足りないのである。

6．授業内の活動としての意味

現実の自由英作文の指導の基本線が，生徒にテー

マやトピックを提示し，生徒は個々に自分の考えを

英文に表し，その後は教員がそれを読んで添削する

というものならば，授業の時間を割く必要性は非常

の薄いと考えられる。書くべき英文のテーマやト

ピックを説明したプリントを作り，それを宿題とし

て生徒に課し，後日提出させて教員がそれを添削す

る形にすれば，授業時間をほとんど費やさずに実施

することが可能である。私自身，過去にはそのよう

な形で指導したこともあるし，過去の授業評価の中
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生徒に何か英文を書かせたのならば，同時に読み手

も保証しなければならないという考えからであった。

読み手のいない，書きっぱなしの作文ばかりでは，

書く意欲などわきようがない。教員自らが読み手に

なるのも一つの方策であるが，一回のエッセイ・ラ

イティングの活動のたびに120を超す英文を添削し，

内容についてのコメントまで書くと，あまりにも時

間がかかりすぎる。英語の添削は多少遅れても意味

がありそうだが，文章の内容に関する反応はできる

だけ早く返ってきた方がいい。その解決策として考

えたのが，内容に関することは生徒同士の活動に委

ね，教員である自分は英語の正確さの指導に専念す

るという方策であった。

しかし，この年度にこの活動を実施するにあたっ

て，私はこの活動に別の位置付けを与えていた。そ

れは，生徒が書いた英文をインプットとして利用

することであった。言語習得に関してよく言われる

ことだが，人間の言語習得は肯定証拠によっての

み起こり，否定証拠からは生じない。それは，たま

さかこの年に受けた教員免許更新のための講義の中

でも指摘されたことであるし，また偶然そのころに

読んでいた「英語習得の『常識』『非常識』」（白畑智

彦編）にも指摘されていたことであった。言語習得

はインプットを通して起こることは，常々意識し

ていたことではあるが，生徒達の書いた英文自身を

インプットとして利用するという視点は，残念なが

ら私には見えていなかった。そのことに気付いた

後，とにかく生徒が何であれ英文を書いたら，必ず

他の生徒がそれを読むという活動を含めるようにし

た。

またそれを徹底する意味で，授業中の課題として

の自由英作文のみならず，8月末の実力テスト，2

学期中間考査，3学期期末考査の計3回の定期考査

中の自由英作文問題への生徒の解答についても，答

案返却時には，私が添削したものを別の用紙に清書

させ，友人問で互いに読みあう活動を行うようにし

た。（2学期期末考査の場合は，会話完成の形式の

問題であったので，生徒の解答に基づいたロール・

プレイの活動にした｡)なお，他の生徒の英文を読

むこと自体が活動すべてなのだが，しっかりと意味

を把握する形で読ませるために，読んだ英文に対し

ては必ずコメントを付けるように生徒には指示した。

読みっぱなしで終わらせず，筆者に対して何らかの

フィードバックを返させる形の方が，英文を書いた

生徒にも有益であろうと考えたからである。

9.効果の検証：二つの調査

PeerCorrectionとPeerReviewという二つの施

行に対して，その効果を検証するために，二つの形

でデータを取ることにした。1つは生徒の英文の分

析であり，もう一つは学年末のアンケート調査であ

る。

PeerCorrectionの目指したものは，生徒が他の

生徒の英文を添削する中で，自らのモニター能力を

向上させることであった。もしこの活動が有効に機

能したなら，生徒は自らが書く英文に対しても，

徐々にモニター機能を発揮していき，英語の誤りは

減少していくはずである。少なくとも，文法・語法

の知識の不足が原因となって生じているわけではな

い，いわゆるケアレスミスの類は確実に減っていく

はずである。それを検証するために，二学期以降に

生徒が授業中に書いた自由英作文の初稿，つまり

PeerCorrectionによって英語の誤りが多少なりと

も訂正される前の英文を生徒に提出させ，基本的と

思われる英語の誤りの発生率の変化を計測した。ま

た，2学期中間考査，3学期期末考査，翌年度の4

月の実力テスト中の，自由英作文問題に対する解答

も分析対象に加えた。

PeerReviewに関しては，その成果に関して数値

的なデータを取ることはおそらく不可能であると

考え，もっぱら生徒が感ずる活動の有効性の度合い

で検証しようと考えた。そのため，学年末にPeer
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私が一つ思い当たるのは，生徒達のトピックに対

する親近感である。「なくしたい校則」「居眠り娘の

悩み相談」「塾の是非」は，彼らの日常の生活と関わ

りの深い話題である。そのため生徒達は，書く内容

を比較的容易にまとめられそうである。そして，そ

の分だけ英語の正確さに注意を払う余裕があったと

は考えられないだろうか。それに対して，「一番大

切なもの」や「本からの知識か体験による知識か」

などは，入試問題では定番的なトピックだが，「何

となく○○」的な結論からスタートせねばならず，

いざ論理的に文章を組み立てるとなると，相当頭を

ひねらないといけない可能性がある。書く内容で最

も困りそうに思えるのは「北陸新幹線の大阪までの

延長」だが，実はこのトピックの時は，実際に英文

を書く前の授業において，ブレインストーミングと

アイディアの共有の活動をじっくりと行ったことで，

書く内容がしっかりと固まった状態で書き始めるこ

とができたからだと考えられる。つまり，書く内容

をまとめやすいトピックであればあるほど，生徒の

英語そのものに対する注意力が高まるということで

ある。なお，「血液型による性格診断」は，トピッ

クとしては高校生になじみ深いものであろうが，人

の性格を表す語彙についての知識の不足がミスの発

生率を高めたと考えている。

11．生徒はどう受け止めていたか：アンケート調査

の結果

ここでは学年末に行った，生徒に対するアンケー

ト調査の結果を報告する。私が設定した質問項目と

選択肢以下の通りである。生徒の解答はパーセント

の形で，各質問の下にまとめておいた。

英語WAの授業に関する調査

英語WAの授業中の活動および試験後の活動に関

する以下の質問に，もっとも自分に近い状態である

と思えるものを，その番号で答えてください。回答

は別紙の回答欄に記入してください。

問1WAの授業中のEssayWritingに関して，一

旦書いた後に友人に英語をチェック・訂正して

もらいましたが，それはうまく機能していまし

たか。

①していた

②多少はしていた

③あまりしていなかった

④していなかった

① ② ③ ④

14.2% 57.5％ 21.7% 6.7％

問2WAの授業中のEssayWritingに関して，友

人が書いたEssayを読んで，その英語をチェッ

ク・訂正しましたが，うまく機能できましたか。

①できた

②多少はできた

③あまりできなかった

④できなかった

① ② ③ ④

9.2％ 49.2％ 35.0％ 6.7％

問3友人のEssayを読んで英語の訂正をする活動

は，それを通して*比較的単純な英語のミスに

対して意識的になることで，自分が英語を書く

際にも同じようにミスに対して敏感になり，自

ら訂正できる力の育成を狙ったものですが，そ

の効果は感じられますか？

＊「比較的単純な英語のミス」とは，「冠詞a

のつけ忘れ｣，「単数・複数の間違い｣，「三人

称単数現在のsのつけ忘れ｣，「単純なスペル

ミス」を指します。

①感じる

②多少は感じる
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資料l:

「英語WAの授業に関する調査」の問4および問

8に対する生徒の回答は以下のとおりである。すべ

て，生徒が書いたものそのままである。なお問9に

対する生徒の回答は，今回の実践とは結びつきが薄

いものが多いのでここでは割愛する。
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よいことだと思う

とても楽しい

時制とか冠詞に注意してかくようなったと思う

Jimが大変親切

※Jimは本校のALTである。

人の作文を訂正するのは気がひける

なかなか相手のミスを見つけられなかったが，

自分のミスを相手に指摘されることでミスを意

識できた

字数制限のせいでなかなか書き辛かったので，

英作文の力をつけるにはよかった

自分の英語力がわかった

正しい英語を書くことよりも，誤った英語を正

す方がはるかに難しいと感じた。これも別解と

してあるんじゃないか？と常に思う

友達どうしてチェックしても，親しい人とだっ

たら気負いなく指摘できるけど，そうじゃない

人だったら指摘しづらい

長文を書くのは大変だと思いました

ミスは少なくなった

これからも続けてもらいたいです

文章を読むとその人の文法面の英語力の如何よ

りも文章構造，論理性に疑問を持つことが多

かったです

友人に見てもらって訂正してもらえることで，

自分が不注意になりがちなところがわかるので

良いと思う

ネイティブの方に，細かく指摘されるようなも
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のもあったらいいなと思いました

訂正の難しさを知った

効果があるかないかといわれると返答に窮する

取り組みだったと思います

あまりできない

先生に見てもらった方が早い。まちがっている

のかどうかわからなくなったりするから

スペルミス・文法の過ちとか以外に，文法上は

正解かもしれないが常識的にこれ使わないで

しょう，という方向（考え方）も再認識できた

優秀な友人達に英語を訂正してもらえるのは自

分の英語力のなさを嘆くほどによいことだと思

う。ただ自分がその逆を担えるかというとそれ

はまた別の話であって，申し訳なさが募る授業

になったことは確かだと思われた

正直面倒ですが，かなりためになります。しか

し，自分の真意は日本語以上に伝わりません

あまり直してもらえず，結局先生に直してもら

うことが多かった

友達はあまり指摘してくれない。私も，自信が

ないので訂正できない

この活動の意図は理解した上で活動していたつ

もりだが，実際あまりうまくいかなかった

他人のessayを読むことに関してはよいのだが，

未知の単語や言い回しが出てくると正しいのか

間違っているのか判断しにくい

自分の書いたもののミスを見つけてもらうのは

いいが，自分は人の書いたものの中のミスをな

かなか見つけられなかった。（相手の）英語力

の差によってメリットが大きく違う

とてもいいと思います

1年の頃はessayを先生に添削していただいた

時に，かなり冠詞のミスを指摘されることが

あったのですが，最近は少なくなったので，先

生の狙い通りになっているのではないかと思い

ます
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自分より成績が良いと思われる人の訂正をしに

くい

無駄な時間が多いと思う

ヒトのessayにかきこむのは少しためらわれる

ことが多い

自分で文章を書くにあたって注意することがで

きて良かつたです

面白い

数人のうちだれと交換してもいいとなると，そ

の相手探しに時間がかかってしまうような気が

する

自分の知らない言い回しを友人のessayを通し

て学ぶことができたのがよかった

目的や取り組みは理想的だと思う。しかし生徒

に意識がまだおいついていないと思う

お互い直しあう事によって，自分の誤り，他人

の誤りから学べるこの活動はよいものだと思う

英語の表現として正しいのかどうか自分で判断

するのが難しく，訂正するかとても迷った

いいと思う

自分のミスは意識していても直しがたく気付き

にくいです

授業中にかく時間を設けるのはややもったいな

いので，宿題にすればいいと思う

良いことだと思います

楽しいです

やはり前置詞冠詞のつけ方はまだまだ覚えてい

ないことを感じました

人の作文を読んでいる時にわたしがミスに気付

いたとして.．、その見つけたミスは本当に訂正

していいのか，または私が勘違いしているだけ

では？と不安になることがあった

Thisactivitydidn'tworkverywell,Ifelt.

Mostofthestudentsdon'thaveenough

Englishskilltochecktheirfriends'essayb

新たな表現方法を発見できる
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チェックすることにプレッシャーを感じる

訂正かつコメントを書く時間を長めにしてほし

いです

他人の文章のミスが本当にミスであるのかどう

かを考える時にとても深く考えることが来た

けつこう神経を使って大変なわりに，みんな速

くてあせります

客観的に自分の英語を見直すようになった

意見交換はGood!

とても楽しい

よるし

コメントが書きづらい

自分にはない意見を知ることができて次からの

自由英作文に行かせる気がした。

一人では得難い考えや表現方法を身につけられ

るよい機会だったと思う

コメントを言<のが難しかった。他人とのレベ

ルの違いがわかった

英語で友達の意見にコメントするのは，英単語

のストックが少ない僕にとっては難しく，書く

のに時間がかかったりしたが，何かと勉強に

なった。友達の意見を知る以外にも，どのよう

に意見をまとめるのか，どのような表現を使え

ばうまく伝えられるかが互いに読み合うことで

よくわかり勉強になった気がした

一つの題にたいして，様々な発想を知れて，い

い刺激となった

毎回，感想を英語で書くための時間が少ないよ

うな気がする

他人のを読むと人によって表現の仕方は違うと

感じ，それから学ぶことがあった

自分の考えに他の人がいろいろとコメントして

くれるのは楽しかったです

相手の文章を読んでよい点を見つけるのではな






